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平成２２年度実施 地域ＩＣＴ利活用広域連携事業 成果報告書 

 

実施団体名 特定非営利活動法人きょうと NPO センター 

 

代表団体名  

 

事業名称 地域コミュニケーションクラウド構築事業 

 

１ 事業の目的 

 子育て期の親達の孤立など、「地域における子育てに関連する領域」を主たる課題領域とする。加

えて、緊急時も普段と同程度に活用できるコミュニケーション手段の確立など、「地域の安心・安全

に関連する領域」を日常的なコミュニケーションと結びつけておくことを目的に、本事業のもう一つ

の課題領域とする。 

 

2 事業の概要 

 本事業は、手持ちの携帯電話や PC、公共機関等に設置予定のデジタルサイネージ等を通じて利用

できる「地域コミュニケーションクラウド」の構築によって、子育て期の親達を「支援される側から

支援する側」へと変化させる循環型の人材育成を進めるとともに、地域全体のコミュニケーションを

促進させることで、子育て期の親達等が日常的に抱える子育てに関する課題解決を目指すものである。 

 

3 事業の実施概要（詳細は次ページ以降参照） 

 今年度は物理的制限に縛られずとも、子育てや地域の安心・安全の分野において住民が日常的に抱

える様々な不安・課題を解決することを目的に、「地域コミュニケーションクラウド」を用いた、携

帯電話および PC での受発信が可能な、地域ぐるみ、子育てのつながりづくり応援サイト“ぐるみぃ”

を開設した。 

 またサイトの開設と並行して、「地域コミュニケーションクラウド」を介しながら地域の課題解決

を担う「地域 ICT 人材」の育成を目指し、「市民サポーター育成講座」「コンテンツ制作者育成講座」

「地域コミュニケーション促進者育成講座」を 3 地域で合計 111 回実施、1111 名が受講した。 

 さらにこのシステムをより地域に開かれたものとするため、京都市・宇治市・亀岡市の 3 地域の

公共施設、商店街、保健センター等の 5 箇所にデジタル・サイネージを設置する社会的な実証実験

も行った。 

 

 

 



Ⅰ 人材育成・活用成果 

 

１ 申請主体におけるＩＣＴ人材の育成・活用内容 

 

① ＩＣＴ人材の育成人数 

 平成 22 年 11 月に実施した「地域コミュニケーション促進者育成講座」においては、3 回（9 コマ）

の講座を実施し、NPO 法人のスタッフならびに育児期の親達を中心に 18 人の人材を育成した。 

 

② ＩＣＴ人材の育成方法 

 「地域コミュニケーション促進者育成講座」では、特定非営利活動法人きょうと NPO センター主

催で、地域での情報発信や映像に詳しい専門家 2 名を招聘し、講座を実施した。 

 この講座では、今回のシステムが映像による発信を主軸に備えていることから、単なるホームムー

ビーを超えて、映像を自分で作成するという観点から企画し、独自に作成した「ゼロから始める映像

基礎講習（企画から発信まで）」と題した教材を用いながら行った。 

 講座当日は、動画の編集など未経験の参加者を想定していたため、企画・総論から始め、そして実

際に撮影構図（フレームワーク）や音声・照明といった撮影に必要な基礎的な知識を実習を交えなが

ら経験し、最後に編集や著作権といった実際に発信する段階までを、一通り経験することを目的に

ICT 人材育成に取り組んだ。 

  

具体的なカリキュラム等については、下記の通り。 

＜第 1回（3コマ） 企画・総論＞ 

◯コンテンツとは 

◯現代のメディアについて 

◯地域発信の重要性とニーズ 

◯誰もが発信できる時代 

◯百聞は一見にしかず「動画のメリット・デメリット」 

 

＜第 2回（3コマ） 撮影実習＞ 

◯映像の構成 

◯撮影構図（フレームワーク） 

◯音声 

◯照明 

◯その他 

 

＜第 3回（3コマ） 編集（仕上げ）＞ 

◯編集作業の目的 

◯取り込みと保存 

◯「保存形式」と「キャリア」って 



◯データの容量（アップロードのできる容量、大きいときの対処） 

◯著作権と放送コード（実際の例や注意点） 

 

※講座で使用した講座資料については別添 1を参照。 

 

③  １で育成等したＩＣＴ人材の活用人数 

 「地域コミュニケーション促進者育成講座」を受講した 18 名のうち、その後の各地域での講座に

おいて講師等の中核メンバーで活動した方は 7 名（属性は NPO 法人の職員が 6 名、子育て期の親が

1 名）である。また、その他の受講生についても、公式コンテンツの撮影・編集・発信等に積極的に

関わっており、受講生 18 名が本事業の推進に関わった。 

 

④ ＩＣＴ人材の活用方法 

・地域コミュニケーション促進者育成講座において育成した ICT 人材については、NPO 法人職員が

多く 3 地域それぞれにおいて、中核メンバーとしてその後の事業運営を担った。特に、コミュニケ

ーションクラウドシステムの活用の場面においては、普段、携帯電話や PC など ICT 機器等の操作

や機能の活用を充分にされていない子育て期の親達に対して、会員登録から子育て情報の受信・発信

にいたるまで、きめ細かい支援の役割を担った。 

・育成した人材については、システムの構築段階から 4 月に正式オープンして以降も、継続的に現

状のシステムが子育て期の親達に使いやすく、わかりやすいシステムになっているのかについて検証

作業についても実施しており、それらの検証結果については今回構築したシステム内のコミュニティ

によって共有、随時更新を行っている。 

・講座参加者を中心に、公式コンテンツの作成を行った。実際に様々な地域やイベントを取材、記録、

編集、発信することを通じて、各テーマ、各地域のコンテンツの充実に尽力した。 

 

⑤ 次年度以降のＩＣＴ人材の育成・活用内容（予定） 

 「地域コミュニケーション促進者育成講座」において、動画の撮影方法や編集作業などを初めて経

験した者も多く、システム開設当初は今回のシステムを充分に活用するまでには至らなかったことも

あったが、事業の終盤には、講座参加者自身が実際に自分たちで動きながら、行政の施設や他の NPO

へシステムの利用を広げていくことにつながっており、発信される情報も質・量ともに向上しつつあ

る。 

 今後は今回受講した参加者が、京都市・宇治市・亀岡市内において、それぞれの地域のニーズに応

じた形で地域の ICT 人材育成の中核を担うとともに、今後、京都府内の他地域に波及させる場面に

おいても講師という形で活躍することをイメージしている。また同時に各自治体や NPO 等、セクタ

ーを超えた子育てに関する情報の集約・編集、発信の取りまとめ約としての役割も引き続き担うこと

を検討している。  

 

 

 



 

２ 事業運営主体におけるＩＣＴ人材の育成・活用内容 

 

① ＩＣＴ人材の育成人数 

本事業における ICT 人材の育成は、特定非営利活動法人働きたいおんなたちのネットワークが主

催し、3 地域の各 NPO（京都市：特定非営利活動法人子育ては親育てみのりのもり劇場、宇治市：

特定非営利活動法人子育てを楽しむ会、亀岡市：特定非営利活動法人亀岡子育てネットワーク）と協

働で、市民サポーター育成講座とコンテンツ制作者講座の 2 種類の講座を実施した。 

市民サポーター育成講座は、積極的に地域情報発信をする人材を育成する講座であり、子育て期の

女性を中心とした一般市民を対象に、72 回（京都地域 24 回、亀岡地域 24 回、宇治地域 24 回）実

施し、822 人（京都地域 240 人、亀岡地域 260 人、宇治地域 322 人）が参加した。 

コンテンツ制作者育成講座は、それぞれの課題に向き合いながら地域の中で働く人たちを育成する

講座であり、子育て期の親だけでなく、チャレンジドや引きこもりからの回復途上者を対象に、30

回（京都地域 10 回、亀岡地域 10 回、宇治地域 10 回）実施し、参加人数：271 人（京都地域 89 人、

亀岡地域 100 人、宇治地域 82 人）が受講した。 

 

② ＩＣＴ人材の育成方法 

コンテンツ制作者育成講座については独自に作成した「コンテンツ制作者向けマニュアル」を用い、

市民サポーター育成講座についてはぐるみぃのデモ画面（サイトの正式なオープン前だったため）を

用いつつ、地域コミュニケーション促進者がサポートに入りながら講座を実施した。 

具体的なカリキュラム等については、下記の通り。 

 

＜コンテンツ制作者講座＞ 

◯テキスト入力、修正 

◯ログイン、データアップロード（動画、静止画、PDF など） 

◯静止画加工（トリミング、コントラスト加工） 

◯コンテンツ企画（コンテンツ制作、絵コンテ表現など） 

 

※講座で使用した講座資料については別添 2を参照。 

 

＜市民サポーター育成講座＞ 

◯ぐるみぃとは？ 

◯ぐるみぃで何ができるの？ 

◯ぐるみぃサポーターの役割 

◯ぐるみぃに登録してみよう（デモ画面） 

◯動画や静止画を撮影して、ぐるみぃに掲載してみよう（デモ画面） 

 

※講座で使用した講座資料については別添 3を参照。 



③  １で育成等したＩＣＴ人材の活用人数 

 コンテンツ制作者育成講座の受講生が 271 名のうち、実際に本事業において学んだことを活かし

て事業に関わる事ができた人材は 15 名であった。現状として充分な活動環境や活動の場を提供する

事が困難な状況であったが、子育て期の親だけでなくチャレンジド、またひきこもりからの回復期に

ある方も本事業を通じて ICT 人材として社会において関わる事ができた。 

 また市民サポーター育成講座を受講した 822 名については、各地域において子育て情報の発信や

動画コンテンツの作成等のぐるみぃの運営に多くの方が関わった。（ただし、活用人数としての把握

をすることができていない）。 

 

 

④ ＩＣＴ人材の活用方法 

 コンテンツ制作者育成講座ならびに市民サポーター育成講座を受講した ICT 人材については、当事

者ならではの知見を最大限活かすことを重視した。 

活用方法としては子育て期の女性は、自らの経験をもとに子育て支援動画の撮影を行い、また.シ

ングル 女性は地域情報等の動画撮影を行い配信した 

 また.チャレンジドの男性はぐるみぃコミュニティを作成し、継続的に情報発信を行ったり、ひき

こもりからの快復期の男性は、ぐるみぃアルバムの写真の加工とアップロードを行った。 

 

 

⑤ 次年度以降のＩＣＴ人材の育成・活用内容（予定） 

   

・コンテンツ制作者育成講座の受講者については、チャレンジドやひきこもりなど、一般的には「支

援される側」であったが、今回の講座で身に付けた ICT スキルをもとに「支援する側」へ変化して

いくことで、動画の編集作業など、今後ぐるみぃを継続的に運営していく中で発生すると思われる仕

事を担う存在になる。このようにただ ICT スキルを身につけるだけでなく、仕事を受けるコンテン

ツ供給の人材としての活用を検討している。 

・市民サポーターについては、講座終了後も継続して情報発信を行うことが課題であるため、積極的

な情報発信を動機づける参加型の企画やぐるみぃコンテストなど、講座形式だけでなく具体的に地域

とつながる中で発信を担うような人材育成を検討している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ システム構築・活用成果 

 

１ 構築システム概要 

 3G 携帯マルチキャリア（au、docomo、Softbank）対応の動画配信サーバ、P2P 技術を応用した

デジタルコンテンツの分散ファイルシステム、動画や静止画検索機能によるフィルタリング、文書検

索機能による育児不安などの危機察知ノウハウを蓄積・マイニングあるいはマーケティング活用をす

る機能を備えており、地域社会全体のわかちあい、支え合いを容易にするシステム。サービス対象端

末は 3 キャリア 3G 携帯および PC、デジタルサイネージである。 

 

２ システム設計書 

 別添２のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ システム運用で得られた成果 

 市民が既に持っている携帯電話や PC を活用し、各ソフトウェアを効率的にシステムに活かすこと

で、ハードウェアの導入を最小限に抑えることが可能となった。また、クライアントリソースを P2P

を用いた技術を用いることで効果的に活用するため、今後の事業拡大においても、容易かつ安価にス

ケールアウトが可能である。 

また、フィルタリング機能を活用することで、住民のあらゆる角度におけるその都度の流行（e.g.

どんな子育て方法が流行っているのか、あるいはどのような悩みを育児期の親が抱えているのか）を

キーワードから拾い上げ、運営側が把握することができる。これらを運営者が発信するポータルサイ

トのコンテンツに活かすことで、住民が真に必要とする情報がピンポイントで享受できることが可能

となる。 



また、IT リテラシーが低く、PC なども持たない高齢者などの住民に対しても、ユーザが共有した

い家族のイベントなどを、FamilyURL といった機能を活用することで、会員にさせずとも見せたい

動画や画像を URL と PW を知らせるだけで、手持ちの携帯から局所的に会員以外でも見ることがで

きるようにした。結果として、IT へのハードルを下げることに繋がった。加え、市民自らが他の住

民が必要とするであろう情報を簡単に動画で作成することで、必要な情報を一般市民が容易に享受で

きる一方で、市民は単なる情報受信者ではなく支援される側から支援する側へと変わる循環型の人材

育成が自律恒常的に行われ、地域全体のコミュニケーションが促進され、活性化された。 

 本システムは子育て支援に限らず、幅広い地域課題に対応可能であり、汎用性と波及性に富んだシ

ステムのため、育児にかかわらず災害対策、身近な安心・安全および地域の活性化などといったテー

マにも汎用的に活用することが可能となっている。 

 

 

４ 平成２２年度事業実施において明らかとなった課題 

 地域の抱える課題は多種多様であり、ICT はその解決をするツールとなり得ることは実証された。

しかしながら、あらゆる課題を ICT の力を活用することで解決するには、機能の拡張を伴う場合が

多く、結果として機能過多のシステムになった感は否めない。機能過多により、UI の精度が損なわ

れる危険性もあり、今後は評価結果をもとに、機能自体の選択と集中が要されると思われる。 

 

 

５ 自律的・継続的運営の見込み 

  

【資金計画】   

・委託期間終了後、8 月〜3 月までの 8 ヶ月間については、NPO を中心とした各連携団体における

自己資金として約 150 万円、京都府からの助成金で約 300 万円、あわせて 450 万円程度の予算を確

保しており、特にサイトのコンテンツの充実と会員獲得を中心に行っていく予定である。 

・本事業では主として広告収入および育児商品等の商品開発向けマーケティングデータの提供等によ

る企業からの収入を想定し、その他総会員数の一部に対し有料会員枠を設定による収益の補完、地元

中小企業等の CSR とリンクさせる事での賛助金の獲得も目指しているが、前年度はそういったアプ

ローチが充分にできなかった。持続的な資金調達が可能になるように、会員獲得と平行しながら企業

等へのアプローチを今後本格的に展開していく。 

・また、今年度の事業展開については、連携団体において自主資金による運営を行いつつも、動画情

報や子育て情報等のコンテンツを充実させるための方策として、京都府の助成金の申請を行い、採択

が決定した。ビジネス展開が軌道にのるまでの主にソフト部分の基盤整備として、助成金を活用した

い。 

 

【実施体制】 

・協議会では、特に本システムについては、システムを構築して終わりというものではなく、地域に

根ざした丁寧な運用と、それに適した組織形態のあり方が非常に重要であるという認識をもっており、



議論を重ねてきた。 

・そのため現在の構成団体とあわせて平成 23 年度から京都府（健康福祉部こども未来課）と、特定

非営利活動法人山科醍醐こどものひろば（京都市山科区）が新たに参画する。京都府との連携におい

ては広域連携事業としての他地域への波及性を、そして特定非営利活動法人山科醍醐こどものひろば

との連携では京都市内においてより地域に根ざした情報発信を期待することが出来る。 

・このように本協議会のような多様な主体が関わることができるメリットを活かしながら、迅速かつ

柔軟な意思決定が可能な組織形態について、今後も随時検討していく。 

 

６ 今後の展開方針 

・今後も課題を抱えた子育て期の親達に向けて、ICT を活用した課題解決の取組みを中心に据えて事

業を実施していく予定である。また 3 月に発生した東日本大震災の影響によって、地域における安

心・安全に関する意識が非常に高まっており、地域の安心・安全に資する情報提供や発信についても

強化していきたい。特に子育て世帯や高齢世帯を中心に、自分たちの地域における地震や水害等の避

難場所等に関する情報、行政の災害に対する備えに関する幅広い情報を求めていることから、行政と

各 NPO と連携した取組みによって、様々な角度からの情報提供が本システムにおいて可能であると

考えている。また今回の震災を受けて安否確認においても、電話よりもインターネットのほうが優位

性があるとわかったこともあり、私たちが構築したシステムが地域において注目される機会であると

考えている。 

・例えば、宇治市教育委員会や防災を担当する総務課から、本システムの一つの機能であるメールマ

ガジン機能を活用する事で、地域の安心・安全に関わる情報をリアルタイムに発信、保護者や地域の

方々に携帯を通じて情報を届けたいという具体的な要望が寄せられている。さらに、3 つの小学校と

は具体的な導入時期についての検討を進めている。これらのニーズについては当初想定をしていなか

ったところである、メールマガジン機能の強化・拡充によるビジネス展開も新たな検討課題と考えて

いる。 

・今回のモデル事業を通じて実証実験を行ったデジタルサイネージの活用についても、今回の結果な

どを踏まえながら、地域企業や行政等の広告媒体としての活用を探り、今年度ビジネスモデルの構築

に取り組む予定である。 

 

 



Ⅲ 実施体制 

１ 実施体制 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 各主体の役割 

No 名  称 役  割 

１ 地域協議会 

下記 4 点について、検討・協議・助言の実施 

（1）システムの仕様や、関連機器・設備など 

（2）広域連携各市域における地域住民等の意向 

（3）継続的な事業運営方策 

（4）その他協議会の目的を達成するために必要な協議 

２ 幹事会 
地域協議会提出事項の調整、企画及び審議等を実施 

 

３ （特活）きょうと NPO センター 
地域コミュニケーションクラウド構築事業に関連する総

合的なコーディネート、事務局運営等を実施 

４ 
（特活）働きたいおんなたちのネ

ットワーク 

ICT 人材育成、相談機能提供、コンテンツ制作に関する

事業の実施 

 

５ 株式会社 Skeed 地域コミュニケーションクラウドシステム等の開発 

幹事会 

【協議会提出事項の調整、企画及び

審議】 

地域コミュニケーションクラウド推進協

議会（以下、地域協議会） 

【本事業全体に関する検討・助言】 

NPO 法人働きたいおんなたちの 

ネットワーク 

【人材育成・相談機能・コンテンツ

制作に関する事業の実施】 

株式会社 Skeed 

【システム等の開発】 

実施主体：NPO 法人きょうと NPO センター 

【事務局運営、総合コーディネート】 



３ 事業実施進行表 

 

 

Ⅳ 本事業に関する周知・広報等 

１ 本事業により構築したウェブサイト又は本事業を掲載したウェブサイト 

[１]  http://www.gurumii.jp/ ［SNS「ぐるみぃ」］ 

 

 

実施内容 

H22 

8 月 

 

9 月 

 

10 月 

 

11 月 

 

12 月 

 

H23 

1 月 

 

 

2 月 

 

 

3 月 

 

 

4 月 

 

5 月 

 

6 月 

 

7 月 

協議会等設

立・準備会合 

△            

協議会・幹事

会の開催 

 △ △ △ △ △ △ △    △ 

システム構

成の検討・決

定 

            

本事業に係

る競争入札 

 △           

システム設

計・稼動 

            

人材育成カ

リ キ ュ ラ

ム・教材開発 

            

地域 ICT 人

材育成講座 

       

 
△     

相談機能提

供／コンテ

ンツ制作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

    

報告書作成         

 

   △ 



２ メディア等での紹介 

［１］京都新聞、2011 年 4 月 5 日、17 面 

［２］亀岡市民新聞、2011 年 4 月 23 日、3 面 

 

３ その他 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 No：１ 

日程：2011 年 3 月 24 日 

場所：キャンパスプラザ京

都 

コメント： 

事業全体の検討のため第

3回の協議会を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 No：2 

日時：2011 年 2 月 18 日 

場所：ホテル法華クラブ会

議室「フィオーレ」 

コメント： 

システム開発等を検討す

るため第 5 回幹事会を実

施。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 No：3 

日時：2011 年 7 月 11 日 

場所：（特活）きょうと NPO

センター 

コメント： 

コンテンツ等を監修する

ため、監修会議を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 No：4 

日時：2011 年 1 月 6 日 

場所：（特活）きょうと NPO

センター 

コメント： 

ぐるみぃで配信するコン

テンツ等を企画するため、

企画会議を実施。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 No：5 

日時：2011 年 1 月 13 日 

場所：宇治市 

コメント： 

ICT 人材育成として、「市

民サポーター育成講座」を

実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 No：6 

日時：2010 年 1 月 17 日 

場所：宇治市 

コメント： 

ICT 人材育成として、「コ

ンテンツ制作者育成講座」

を実施。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 No：7 

日時：2010 年 11 月 1 日 

場所：亀岡市 

コメント： 

ICT 人材育成として、「地

域コミュニケーション促

進者講座」を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 No：8 

場所：うずキネマ café 

（京都市右京区） 

コメント： 

デジタルサイネージの設

置個所として、大映通商店

街に面しているうずキネ

マ café に設置。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 No：9 

場所：京都市市民活動総合

センター（京都市下京区） 

コメント： 

デジタルサイネージの設

置個所として、子育て系の

NPO 団体はじめ市民活動

に関心のある人が集まる、

京都市市民活動総合セン

ターに設置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 No：10 

場所：京都市つどいの広場 

（京都市山科区） 

コメント： 

デジタルサイネージの設

置個所として、子育て中の

母親が多く訪れる京都市

のつどいの広場に設置。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 No：11 

場所：平和堂大久保 

100BAN 店 2 階 

（宇治市広野町） 

コメント： 

デジタルサイネージの設

置個所として、商業施設の

中にあるため、買い物と合

わせて多くの子育て期の

親が訪れる宇治市の「こみ

カフェ・輝ら房」に設置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 No：12 

場所：亀岡市保健センター 

（亀岡市） 

コメント： 

デジタルサイネージの設

置個所として、乳幼児健診

などで多くの子育て期の

親が訪れる亀岡市の「保健

センター」に設置 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 事業による成果 

１ 事業による成果（アウトプット指標） 

項 目 成果指数 成果指数に関する説明等 調査時期 結果についての分析等 

報告様式１ 指標取得シート（体系化された俯瞰指標） 

対象地域住民参加者

数 

— 提携イベントを実施した際

の主催者発表の参加者数 

— 提携イベントを実施せず 

地域コミュニケーションクラウド構築事業 イメージ詳細図 



連携機関数 

 

15 地域コミュニケーションク

ラウド構築事業における連

携機関数 

2011 年 7 月末 NPO 法人が 5 団体、企業が 4 法人、大学が 1、行

政が 3 自治体で 5 担当課との連携によって事業を

実施した。初年度においてはシステム設計・開発に

主眼があったが、今後地域で自律的・継続的に事業

を運営していくにあたって、地域の中小企業や商店

街との連携が必要になると考える。 

参画 NPO 関係潜在

利用者数 

322,080 

 

参画している NPO が提供

しているサービスの 2010

年度 1 年間の受益者数（団

体数や延べ人数も含む。そ

の他不特定多数が受益者で

ある事業もあり。） 

2011 年 3 月末 潜在利用者数の内、子育て期の親達にしぼっても

10 万人の受益者がいることから、今後一層その受

益者によりぐるみぃを周知していくことで、会員増

につながると考えている。 

参画 NPO スタッフ

数 

141 参画している NPO の有給

スタッフ数 

2011 年 6 月末 常勤・アルバイトも含めて有給スタッフは NPO 法

人 5 団体 141 名である。しかしながら、ぐるみぃ

に専従できるスタッフが確保できていないことも

課題であり、来年度以降資金面と同様に人材面も取

り組む必要がある。 

参画 NPO 数 5 平成 22年度の事業に参画し

ている NPO の数 

2011 年 7 月末 今年度は 5 団体で事業を運営したが、参画していな

い子育て系のNPOにおいても情報発信を希望する

団体が多く見受けられたため、今後様々な形で連携

の可能性がある。 

地域コミュニケーシ

ョン促進者育成講座

受講者数 

18 ICT を含む対人スキルをも

って地域のコミュニケーシ

ョンを促進することを目的

に行った「地域コミュニケ

ーション促進者育成講座」

の受講者数 

2011 年 3 月末 NPO のスタッフや子育て期の親が受講者の中心と

なった。受講後他の親に向けて発信するノウハウを

伝えたり、システムの不具合などを探す役割を担う

等有益な講座であったと考えている。 

コンテンツ制作者育

成講座受講者数 

271 

 

子育て期の親やチャレンジ

ドなど各々の課題に向き合

いながらコンテンツ制作を

行う「コンテンツ制作者育

成講座」の受講者数 

2011 年 3 月末 子育て期の親と同様に生きにくさや働きづらさの

あるチャレンジドの方も本講座に参加し、参加する

事を通じて当事業への参画にもつながっていた方

もいた。将来的には地域での仕事としての展開も見

据えているため、社会的にも大変意義のある取組み

であったと考える。 

 



市民サポーター育成

講座受講者数 

822 自発的に情報発信する人材

育成を目的にした「市民サ

ポーター育成講座」」の受講

者数 

2011 年 3 月末 今回の講座を通じてごく普通に子育てを行ってい

る親たちが様々な社会課題を抱え、同時にその解決

の糸口を持っていることも分かった。一方、持続的、

継続的な発信までにつながらなかったことが課題

である。 

ぐるみぃ登録会員数 1,314 2011 年 6 月末時点でぐるみ

ぃに登録している会員の数 

2011 年 6 月末 目標には及ばなかったものの、他地域 SNS の会員

数が平均 500 人という状況を踏まえると、一定獲

得は出来たとみている。ただし、ビジネスモデル構

築のためには絶対的に少ないという現実をふまえ、

会員獲得の強化が急務であると考えている。 

会員アクセス数 1,507 ぐるみぃの会員であるユー

ザーがアクセスした数 

2011 年 6 月から 7 月の

2 カ月間の数値 

2 ヶ月間の数値としてはまずまずだったと考える

が、継続的に情報発信したいと会員に思ってもらえ

るような仕掛け（コンテンツやコンテストのさらな

る実施等）が一層必要になると考える。 

非会員アクセス数 876 ぐるみぃの会員ではない一

般のユーザーがアクセスし

た数 

2011 年 6 月から 7 月の

2 カ月間の数値 

会員以外にアクセスが一定あったものの、思うよう

に会員登録に結びつかなかったことを考えると、登

録の方法をより容易にする等、改善が必要になると

考える。 

動画・静止画アクセ

ス数 

112,296 ぐるみぃのコンテンツのう

ち、動画と静止画にアクセ

スした数 

2011 年 6 月末 動画・静止画がコミュニティなど他の機能と比べて

もその利用数は異なるものがあり、今後も情報発信

の中心になると推察できる。 

公式コンテンツアク

セス数 

携帯電話：153 

パソコン：18,284 

ぐるみぃのコンテンツのう

ち、公式コンテンツにアク

セスした数 

2011 年 3 月から 7 月の

2 カ月間の数値 

想定していたよりも携帯電話の利用があまり伸び

なかったが、予想以上に子育て期の親がパソコンを

使っていたことが今回の数値で明らかになった。こ

の点は非常に有益だったと考えている。 

「ありがとう」数 6,741 「役にたった」「もっと知り

たい」といった時に押す「あ

りがとう」の数 

2011 年 6 月末 4 ヶ月の間にあることからも本サイトの活用度や

認知度が上がってきていると考える。 

ただし、閲覧するのみで、会員、さらにぐるみぃか

ら発信するユーザーに結びついていないことが課

題と認識している。 

つぶやき件数 425 ぐるみぃの会員が「つぶや

き機能」を使用し発信した

数 

2011 年 6 月末 想定していた数よりも大幅に少ない結果となった。

携帯電話を使った気軽なつぶやきを想定していた

が、実際のユーザは PC での視聴を主な使い方とし

ていることがわかった。またコミュニティや日記な



ど発信ツールが多いがゆえに、つぶやき機能での発

信から分散してしまったことがあげられる。 

ユーザーからの動

画・静止画投稿数 

212 会員であるユーザーから動

画や写真等の静止画が投稿

された数 

2011 年 6 月末 講座を受講した方々がすぐに発信するということ

にはつながらなかったが、様々な機能の使い方が分

かり始めると発信も増える傾向にあることから、講

座の受講後も丁寧にフォローアップを行うことが

今後の課題である。 

地域 NPO からの情

報発信件数 

20 地域 NPO の講座などの情

報を「おしらせ」や「おす

すめ情報」で発信した数 

2011 年 7 月末 決して多い数ではないが、ぐるみぃが少しずつ認知

されるようになった事業終盤に発信を希望する団

体が出始めたこともあり、来年度以降は一層増える

ものと考えている。 

ミニコンテスト投稿

数 

3 ぐるみぃコンテストを実施

した際にコンテストに投稿

された数 

2011 年 6 月末 コンテスト自体 1 回しか行うことができなかった

ことや、投稿を促すためにはやはり一定賞品のよう

なものが必要であり、この点からも企業や商店街と

の連携が重要な課題であると認識している。 

掲示板閲覧数 2,294 「ぐるみぃひろば（掲示

板）」を閲覧した数 

2011 年 6 月末 閲覧数は一定あるものの、情報の投稿に結びつかな

ったことを考えると、やはり「ぐるみぃひろば」が

どのような目的をもった機能なのか、ユーザに分か

りやすく見せる必要がある。 

相談機関（民間・行

政）の利用者数 

44 ぐるみぃを通じての相談内

容が寄せられた数 

2011 年 7 月末 目標値を達成出来たことに加え、相談者のプライバ

シーに配慮し、個別特定できないかたちで動画やコ

ラムで発信できたことは、相談者だけでなく、同様

の悩みを持つ子育て期の親にとっても非常に有益

な情報になった。 

ぐるみぃファミリー

URL 利用者数 

23 家族など限定されたメンバ

ーで動画などを共有できる

「ファミリーURL」の利用

者数 

2011 年 6 月末 会員数と比較しても利用は低いと言わざるを得な

い。機能のニーズはあると考えるが、「ぐるみぃひ

ろば」同様、どのような使い方ができるのか、分か

りやすく見せる必要がある。 

メールマガジン購読

者数 

154 現在発行している「ぐるみ

ぃ公式メルマガ」などを購

読している会員の数 

2011 年 6 月末 メールマガジンをあまり動かすことができなかっ

たため、購読者も急激に増えることはなかった。 



ぐるみぃコミュニテ

ィ参加者数 

延べ 119 名 メンバー同士の情報交換を

目的にした「コミュニティ」

に参加している会員の数 

2011 年 6 月末 数としてはまだ少ないと考えてはいるが、子育て期

の親や学生、NPO など様々な世代や団体がぐるみ

ぃを使っていることを、ユーザー間で共有するうえ

でもコミュニティの機能は重要であると考える。 

メールマガジン発行

数 

7 ぐるみぃからメールマガジ

ン機能を用いて、メルマガ

が発行された数 

2011 年 6 月末 4 月にオープンしてからすぐにメールマガジンの

ニーズはなかったが、現在宇治市内の小学校（3 校）

からメールマガジンの機能を学区単位で使うこと

を検討しており、今後モデル化が可能になれば地域

における展開も見込まれる。今後、強化したい機能

の一つである。 

公式動画・静止画コ

ンテンツ数 

335 運営事務局で作成した公式

動画と静止画のコンテンツ

の数 

2011 年 6 月末 WEBだけでなくデジタルサイネージでも公式コン

テンツの動画や静止画を流すことを通じて、地域の

方の目に様々な形で情報を届ける努力を引き続き

実施していきたい。 

相談コラム数 55 各ユーザーからの質問に専

門家などが答える「ぐるみ

ぃコラム」に投稿された数 

2011 年 6 月末 ぐるみぃの最大の特徴でもある、様々な子育ての問

題に対して、専門家が応えるということは一定ニー

ズがあったと考えている。 

掲示板スレッド数 43 様々なテーマでユーザー同

士が気軽に意見交換できる

「ぐるみぃひろば」に投稿

されたスレッドの数 

2011 年 6 月末 気軽に意見交換や情報共有できる「ぐるみぃひろ

ば」であったが、この機能のねらいなどが上手く伝

わらなかったため、あまり活発な動きは見受けられ

なかった。 

外部サイトへのリン

ク数 

147 広告欄などを通じて外部の

サイトへアクセスした数 

2011 年 6 月末 東日本大震災を受け、公告欄を恒常的に災害ボラン

ティアセンターなどとリンクさせていたこともあ

り、頻繁にアクセスするユーザーにとっては目新し

さに欠け、外部へのアクセスが少なかったことが考

えられる。 

ぐるみぃコミュニテ

ィ数 

26 メンバー同士の情報交換を

目的にした「コミュニティ」

の数 

2011 年 6 月末 子育て期の親や学生、NPO など様々な世代や団体

がぐるみぃを使っていることから考えると、ユーザ

ー間のコミュニケーションツールとして、今後もコ

ミュニティの機能は重要であると考える。 

サイトアクセス用

QR コード配布数 

170,95 

 

独自に制作したチラシなど

に挿入した QR コードを配

布した数 

2011 年 7 月末 NPO が持つネットワークおよび連携団体を通じ

て、幅広く周知を行った。 



マイページアクセス

数 

1,507 会員のユーザーがぐるみぃ

にログインし、マイページ

にアクセスした数 

2011 年 6 月から 7 月の

2 カ月間の数値 

会員すべてが定期的にマイページにアクセスをし

ていることではないと考えると、ヘビーユーザーも

でてきていると見ている。 

ファミリーURL ア

クセス数／利用家族

人数 

利用者人数 32 名 ファミリーURL を利用して

いる家族がアクセスした数 

2011 年 6 月末 機能のニーズはあると考えるが、「ぐるみぃひろば」

同様、どのような使い方ができるのか、分かりやす

く見せる必要がある。 

「ありがとう」総数

／会員数 

総 数：6,741 

会員数：1,314 

ぐるみぃ全体における「あ

りがとう」の数と会員数 

2011 年 6 月末 はじめは「ありがとう」のボタンを押すことでどの

ような効果があるのか分からず伸びなかったが、会

員数の増加とともに、ありがとうの数も増えた。 

防災・防犯関連公式

動画・静止画コンテ

ンツ数 

19 アップされた動画のうち、

「地域のあんしん」に登録

された動画や静止画の数 

2011 年 6 月末 災害ボランティアセンター等、普段中々市一般市民

に対して伝わりにくい情報をコンテンツとして発

信できたことは成果である一方、まだ情報量が少な

いことは課題だと認識している。 

外部サイトへのリン

ク数 

147 広告欄や HP 等のアドレス

の記載などを通じて外部の

サイトへアクセスした数 

2011 年 6 月末 東日本大震災を受け、公告欄を恒常的に災害ボラン

ティアセンターなどとリンクさせていたこともあ

り、頻繁にアクセスするユーザーにとっては目新し

さに欠け、外部へのアクセスが少なかったことが考

えられる。 

サイネージ設置数 5 ぐるみぃをより地域に開か

れたものにするために設置

したデジタルサイネージの

数 

2011 年 6 月末 保健センターなど子育て期の親たちが多く訪れる

場所に設置出来たことは今後の展開を見据える上

でも重要であった。今後は既に設置されて上手く活

用されていないサイネージ等にもアプローチでき

ると考えている。 

PC・携帯端末比率 携帯電話：193 

パソコン：1,149 

ぐるみぃの会員における携

帯電話ユーザーとパソコン

ユーザーの比率 

2011 年 6 月末 携帯電話の利用があまり伸びなかった背景には、動

画コンテンツの閲覧はコストが高くなることや、ス

マートフォンを選択したユーザーが予想以上に伸

びたことが考えられる。 

安否確認システムと

してのファミリー

URL 発行数 

‐ ファミリーURL のうち、家

族の安否確認に使用された

数 

2011 年 6 月末 目視における確認が必要なため総数の把握が出来

ないが、ファミリーURL の発行が全体でも 23 とい

うことからも、安否確認として発行された数も低い

と予想される。ファミリーURL がどのようなかた

ちで使用できるのか、ユーザーに明確に伝えること

が課題である。 



市民サポーター育成

講座実施回数 

72 自発的に情報発信する人材

育成を目的にした「市民サ

ポーター育成講座」」の実施

回数 

2011 年 3 月末 今回の講座を通じてごく普通に子育てを行ってい

る親たちが様々な社会課題を抱え、同時にその解決

の糸口を持っていることも分かったが、思うように

発信までつながらなかったことが課題である。 

報告様式 2 指標取得シート（個別に設定された指標） 

ぐるみぃ登録会員数 1,314 

 

2011 年 6 月末時点でぐるみ

ぃに登録している会員の数 

2011 年 6 月末 目標には及ばなかったものの、他地域 SNS の会員

数が平均 500 人という状況を踏まえると、一定獲

得は出来たとみている。ただし、ビジネスモデル構

築のためには絶対的に少ないこともまた事実であ

る。 

会員アクセス数 1,507 ぐるみぃの会員であるユー

ザーがアクセスした数 

2011 年 6 月から 7 月の

2 カ月間の数値 

2 ヶ月間の数値としてはまずまずだったと考える

が、継続的に情報発信したいと会員に思ってもらえ

るような仕掛け（コンテストのさらなる実施等）が

一層必要になると考える。 

非会員アクセス数 976 ぐるみぃの会員ではない一

般のユーザーがアクセスし

た数 

2011 年 6 月から 7 月の

2 カ月間の数値 

会員以外にアクセスが一定あったものの、思うよう

に会員登録に結びつかなかったことを考えると、登

録の方法をより容易にする等、改善が必要になると

考える。 

動画・静止画アクセ

ス数 

91,248 ぐるみぃの様々なコンテン

ツのなかで動画と静止画に

アクセスされた数 

2011 年 6 月末 

 

ぐるみぃの様々なコンテンツの中でも動画と静止

画へのアクセスが多いことからも、情報発信のツー

ルとして中心的な役割を担っていたことが分かっ

た。 

公式コンテンツアク

セス数 

携帯電話：153 

パソコン：18,284 

ぐるみぃのコンテンツのう

ち、公式コンテンツにアク

セスした数 

2011 年 6 月末 想定していたよりも携帯電話の利用があまり伸び

なかったが、予想以上に子育て期の親がパソコンを

使っていたことが今回の数値で明らかになった。こ

の点は非常に有益だったと考えている。 

「ありがとう」数 6,741 「役にたった」「もっと知り

たい」といった時に押す「あ

りがとう」の数 

2011 年 6 月末 4 ヶ月の間にあることからも本サイトの活用度や

認知度が上がってきていると考える。 

ただし、閲覧者から会員、さらにぐるみぃから発信

するユーザーに結びついていないことが課題と認

識している。 



つぶやき件数 425 ぐるみぃの会員が「つぶや

き機能」を使用し発信した

数 

2011 年 6 月末 想定していた数よりも大幅に少ない結果となって

しまった。原因としてはコミュニティや日記など発

信ツールが多いがゆえに分散してしまったことが

あげられる。 

ユーザーからの動

画・静止画投稿数 

212 会員であるユーザーから動

画や写真等の静止画が投稿

された数 

2011 年 6 月末 講座を受講した方々がすぐに発信するということ

にはつながらなかったが、様々な機能の使い方が分

かり始めると発信も増える傾向にあることから、講

座の受講後も丁寧にフォローアップを行うことが

今後の課題である。 

地域 NPO からの情

報発信件数 

20 地域 NPO の講座などの情

報を「おしらせ」や「おす

すめ情報」で発信した数 

2011 年 6 月末 決して多い数ではないが、ぐるみぃが少しずつ認知

されるようになった事業終盤に発信を希望する団

体が出始めたこともあり、来年度以降は一層増える

ものと考えている。 

ミニコンテスト投稿

数 

3 ぐるみぃコンテストを実施

した際にコンテストに投稿

された数 

2011 年 6 月末 コンテスト自体 1 回しか行うことができなかった

ことや、投稿を促すためにはやはり一定賞品のよう

なものが必要であり、この点からも企業や商店街と

の連携が重要な課題であると認識している。 

掲示板閲覧数 2,294 「ぐるみぃひろば（掲示

板）」を閲覧した数 

2011 年 6 月から 7 月の

2 カ月間の数値 

閲覧数は一定あるものの、情報の投稿に結びつかな

ったことを考えると、やはり「ぐるみぃひろば」が

どのような目的をもった機能なのか、ユーザーに分

かりやすく見せる必要がある。 

相談機関（民間・行

政）の利用者数 

44 ぐるみぃを通じての相談内

容が寄せられた数 

2011 年 7 月末 目標値を達成出来たことに加え、相談者のプライバ

シーに配慮し、個別特定できないかたちで動画やコ

ラムで発信できたことは、相談者だけでなく、同様

の悩みを持つ子育て期の親にとっても非常に有益

な情報になった。 

ぐるみぃファミリー

URL 利用者数 

23 家族など限定されたメンバ

ーで動画などを共有できる

「ファミリーURL」の利用

者数 

2011 年 6 月末 会員数と比較しても利用は低いと言わざるを得な

い。機能のニーズはあると考えるが、「ぐるみぃひ

ろば」同様、どのような使い方ができるのか、分か

りやすく見せる必要がある。 

メールマガジン購読

者数 

154 現在発行している「ぐるみ

ぃ公式メルマガ」などを購

読している会員の数 

2011 年 6 月末 メールマガジンをあまり動かすことができなかっ

たため、購読者も急激に増えることはなかった。 



ぐるみぃコミュニテ

ィ参加者数 

延べ 119 メンバー同士の情報交換を

目的にした「コミュニティ」

に参加している会員の数 

2011 年 6 月末 数としてはまだ少ないと考えてはいるが、子育て期

の親や学生、NPO など様々な世代や団体がぐるみ

ぃを使っていることを、ユーザー間で共有するうえ

でもコミュニティの機能は重要であると考える。 

メールマガジン発行

数 

7 ぐるみぃからメールマガジ

ン機能を用いて、メルマガ

が発行された数 

2011 年 6 月末 4 月にオープンしてからすぐにメールマガジンの

ニーズはなかったが、現在宇治市内の小学校（3 校）

からメールマガジンの機能を学区単位で使うこと

を検討しており、今後モデル化が可能になれば地域

における展開も見込まれる。 

公式動画・静止画コ

ンテンツ数 

335 運営事務局で作成した公式

動画と静止画のコンテンツ

の数 

2011 年 6 月末 WEBだけでなくデジタルサイネージでも公式コン

テンツの動画や静止画を流すことで、ぐるみぃの信

頼性を担保するコンテンツになっている。 

相談コラム数 55 各ユーザーからの質問に専

門家などが答える「ぐるみ

ぃコラム」に投稿された数 

2011 年 6 月末 ぐるみぃの最大の特徴でもある、様々な子育ての問

題に対して、専門家が応えるということは一定ニー

ズがあったと考えている。 

掲示板スレッド数 43 様々なテーマでユーザー同

士が気軽に意見交換できる

「ぐるみぃひろば」に投稿

されたスレッドの数 

2011 年 6 月末 気軽に意見交換や情報共有できる「ぐるみぃひろ

ば」であったが、この機能のねらいなどが上手く伝

わらなかったため、あまり活発な動きは見受けられ

なかった。 

外部サイトへのリン

ク数 

147 広告欄や HP 等のアドレス

の記載などを通じて外部の

サイトへアクセスした数 

2011 年 6 月末 東日本大震災を受け、公告欄を恒常的に災害ボラン

ティアセンターなどとリンクさせていたこともあ

り、頻繁にアクセスするユーザーにとっては目新し

さに欠け、外部へのアクセスが少なかったことが考

えられる。 

サイネージ設置箇所

の来場者数 

 5 デジタルサイネージを設

置した施設の来場者の総数 

（京都市・宇治市・亀岡市

に 5 台設置） 

2011 年 7 月末 亀岡市の保健センターや京都市のつどいの広場等

子育て期の親達が訪れる公共施設や、商店街など、

実証実験期間中に様々な性格の施設に設置できた

ことは今年度の成果である。 

メールマガジン配信

数 

7 ぐるみぃからメールマガジ

ン機能を用いて、メルマガ

が発行された数 

2011 年 6 月末 4 月にオープンしてからすぐにメールマガジンの

ニーズはなかったが、現在宇治市内の小学校（3 校）

からメールマガジンの機能を学区単位で使うこと

を検討しており、今後モデル化が可能になれば地域

における展開も見込まれる。 



防災安心安全チャン

ネルアクセス数 

25,327 動画チャンネルのうち、防

災や地域の安心安全に関わ

る動画にアクセスされた数 

2011 年 6 月から 7 月の

2 カ月間の数値 

東日本大震災の影響もあり、2 ヶ月間という短い期

間に安心安全に関する動画にアクセスが集中した

と考えられる。子育てに関する情報発信と同様に、

地域の安心安全に関わる情報にも高いニーズがあ

ることが分かった。 

公式動画コンテンツ

数 

183 アップロードされているコ

ンテンツのうち公式の動画

の数 

2011 年 6 月末 専門家による相談対応からチャレンジド自らによ

る発信、また災害ボランティアセンター等、公共性

の高い情報を動画で発信でき、ぐるみぃの信頼性を

担保することにもつながった。 

投稿動画コンテンツ

数 

41 アップロードされているコ

ンテンツのうち動画の数 

2011 年 6 月末 一般のユーザーからの投稿が思うように伸びなか

った。特に携帯電話からの投稿にはシステム上短い

時間しかアップロードできないことから、ユーザー

にとって多少扱いづらい点もあり、気軽に投稿でき

るよう改善していくことが課題である。 

公式静止画コンテン

ツ数 

152 アップロードされているコ

ンテンツのうち公式の静止

画の数 

2011 年 6 月末 「お知らせ」や「ぐるみぃコンテスト」など、文字

情報だけでなく、イラスト等静止画を加えること

で、見やすくまた安心できる情報発信になった。 

投稿静止画コンテン

ツ数 

171 アップロードされているコ

ンテンツのうち静止画の数 

2011 年 6 月末 動画に比べると日記等で多く見受けられることか

ら静止画に関しては投稿のしやすさなどは確保で

きていると考える。 

アクセス数 284,210 会員、非会員含め広くぐる

みぃへアクセスされた数 

2011 年 7 月末 2 か月の間のアクセス数としては予想以上の結果

となり、新聞記事への掲載や東日本大震災を受け、

高まる防災意識なども影響したと考える。 

相談件数 44 ぐるみぃを通じての相談内

容が寄せられた数 

2011 年 7 月末 目標値を達成出来たことに加え、相談者のプライバ

シーに配慮し、個別特定できないかたちで動画やコ

ラムで発信できたことは、相談者だけでなく、同様

の悩みを持つ子育て期の親にとっても非常に有益

な情報になった。 

相談コラム読者数 3,170 ぐるみぃを通じて寄せられ

た相談に答えるぐるみぃコ

ラムの読者数 

2011 年 7 月末 ぐるみぃの中核機能であるが、2 カ月間の計測であ

ったが、多くのユーザーがコラムを閲覧していたこ

とからも、ニーズの高い機能ということが分かっ

た。 



動画閲覧回数 91,248 ぐるみぃへアクセスした中

で動画が再生された回数 

2011 年 6 月末 総アクセス数（約 28 万）と単純比較を行った場合、

およそ 3 分の 1 のアクセス者が動画を閲覧してい

るということからも、情報発信の中核を動画が担っ

ていると考える。 

対象地域住民参加者

数 

イベントを実施し

なかったため参加

者は 0 

提携イベントを実施した際

の主催者発表の参加者数 

2011 年 7 月末 実施せず 

連携機関数（教育機

関・地域組織・自治

会・商店・企業など） 

15 地域コミュニケーションク

ラウド構築事業における連

携機関数 

2011 年 7 月末 初年度においてはシステム設計・開発に主眼があっ

たが、今後地域で自律的・継続的に事業を運営して

いくにあたって、地域の中小企業や商店街との連携

が必要になると考える。 

参画 NPO 関係潜在

利用者数 

322,080 参画している NPO が提供

しているサービスの受益者

数（団体数や延べ人数も含

む。その他不特定多数が受

益者である事業もあり。） 

2011 年 3 月末 

 

潜在利用者数の内、子育て期の親達にしぼっても

10 万人の受益者がいることから、今後一層その受

益者によりぐるみぃを周知していくことで、会員増

につながると考えている。 

参画 NPO スタッフ

数 

141 参画している NPO の有給

スタッフ数 

2011 年 7 月末 常勤・アルバイトも含めて有給スタッフは NPO 法

人 5 団体 141 名である。しかしながら、ぐるみぃ

に専従できるスタッフが確保できていないことも

課題であり、来年度以降資金面と同様に人材面も取

り組む必要がある。 

参画 NPO 数 5 平成 22年度の事業に参画し

ている NPO の数 

2011 年 7 月末 今年度は 5 団体で事業を運営したが、参画していな

い子育て系のNPOにおいても情報発信を希望する

団体が多く見受けられたため、今後様々な形で連携

が可能性がある。 

地域コミュニケーシ

ョン促進者育成講座

受講生数 

18 ICT を含む対人スキルをも

って地域のコミュニケーシ

ョンを促進することを目的

に行った「地域コミュニケ

ーション促進者育成講座」

の受講者数 

2011 年 3 月末 NPO のスタッフや子育て期の親が受講者の中心と

なったが、受講後他の親に向けて発信するノウハウ

を伝えたり、システムの不具合などを探す役割を担

う等有益な講座であったと考えている。 

コンテンツ制作者育

成講座受講者数 

271 子育て期の親やチャレンジ

ドなど各々の課題に向き合

いながらコンテンツ制作を

2011 年 3 月末 子育て期の親と同様に生きにくさや働きづらさの

あるチャレンジドの方が参加する地域イベントや

日常の営みを動画で自ら発信することは、社会的に



行う「コンテンツ制作者育

成講座」の受講者数 

も大変意義のある取組みであったと考える。 

 

市民サポーター育成

講座受講者数 

822 自発的に情報発信する人材

育成を目的にした「市民サ

ポーター育成講座」」の受講

者数 

2011 年 3 月末 今回の講座を通じてごく普通に子育てを行ってい

る親たちが様々な社会課題を抱え、同時にその解決

の糸口を持っていることも分かったが、思うように

発信までつながらなかったことが課題である。 

 



２ 事業による社会的効果等（アウトカム指標） 

項 目 事業成果 調査内容 算出方法 調査時期 結果についての分析 

報告様式１ 指標取得シート（体系化された俯瞰指標） 

コンテンツ制

作者育成率 

13.6％ 

（271 名中 37

名） 

 

コンテンツ制作者育

成率を、コンテンツ

制作者育成講座受講

者中の、コンテンツ

制作者としてシステ

ム運営にかかわるこ

とになった人と定義

して数を調べる。 

各講座の受講者数の

合計と、各受講者の

内、システム運営に関

わるようになった人、

積極的にコンテンツ

投稿をする様になっ

た人の人数の合計を

計算する。 

2011 年 7 月

末 

多くの方に受講はいただけたが、資金やビデオカメ

ラ・パソコン等の機器類が不足していること、さらに

情報発信をしたくとも家庭に戻ると発信できる機材が

ない、または購入できないといった社会的な背景もあ

り結果としてコンテンツ制作者の作業環境の確保、活

躍できる場面の創出が少なかった。 

ただし受講者が口コミでぐるみぃを広げ、子育て系の

NPOや学生がぐるみぃを使って発信し始めているとい

った効果も少しずつながら出ている。 

「 あ り が と

う」の増加数 

6,741 

 

「ありがとう」機能

によって計上される

システム上の数字の

増減をみる。 

期間内の件数推移と

調査時点合計 

2011 年 6 月

末 

 

4 ヶ月の間にあることからも本サイトの活用度や認知

度が上がってきていると考える。 

ただし、閲覧者から会員、さらにぐるみぃから発信す

るユーザーに結びついていないことが課題と認識して

いる。 

行政関連情報

の発信数 

28 行政関連の情報を行

政から住民に対して

発信される、または

それに類するものと

する。 

前後のアンケート結

果の比較を行う。 

後：件数－前件数＝増

減 

2011 年 7 月

末 

＜内訳＞ 

お知らせ：2 

動画：14（地域の安心安全） 

地域の安全情報：7 

コミュニティ：2 

おすすめ情報 3 

システムがオープンして初年度ということもあるが、

行政情報の集約・編集、そして発信というサイクルが

少しずつ成り立ちはじめた段階である。今後は京都府

も参画することから一層の情報提供を受けつつ、積極

的な発信が課題と認識している。 

行政ウェブサ

イトからのぐ

るみぃ訪問数 

22 

 

行政ウェブサイト

を、本事業対象地域

の自治体のウェブサ

イトと定義する。 

期間内の件数推移と

調査時点合計 

2011 年 6 月

末 

 

トップ画面に行政とのリンクが掲載されているもの

の、チラシの配布など広報に関して行政を通じて行う

ことができなかったため、件数は大きく伸びなかった。

今後行政が発行している広報誌などに掲載できるかど

うか等広報における連携が課題となっている。 



出産・子育て

不安キーワー

ドの把握数 

0 子育て中の不安キー

ワードの抽出では、

「つらい」「死にた

い」などをあらかじ

め定め一貫して行う

ものとする。 

期間内の件数推移と

調査時点合計 

2011 年 7 月

末 

 

「しんどい」をテーマに「苦しい（くるしい）・悲しい

（かなしい）・辛い（つらい）・死にたい（しにたい）」 

を関連語として、抽出を実行したが関連したつぶやき

は 0 であった。 

ベースとなるつぶやきや日記の数があまり多くないこ

とも原因と考えられるが、抽出する言葉の定義も含め、

本機能については継続的な検証が必要であると考えて

いる。 

子育て期の親

による事案発

生数 

‐ 子育て期の親による

事案は、対象地域自

治体によって補足さ

れる事案とする。 

前後のアンケート結

果の比較を行う。 

後：件数－前件数＝増

減 

2011 年 7 月

末 

今年度の事業においてシステム開発に時間を要し、オ

ープンしてからの期間も短かったため、京都市・宇治

市・亀岡市における事案を正確に把握することが困難

であった。 

ただし引続き 3 地域の協力に加え、京都府も参画する

ことから広報面だけでなく、子育て期の様々な事案に

ついても可能な限り共有することで検討を進めてい

る。 

防災・防犯関

連コンテンツ

への「ありが

とう」数 

191 防災・防犯関連コン

テンツに対する「あ

りがとう」機能によ

って計上されるシス

テム上の数字の測定 

期間内の件数推移と

調査時点合計 

2011 年 6 月

末 

防災や地域の安心安全に関する動画へのアクセスがお

よそ 25,000 あったにも関わらず、ありがとうの数があ

まり伸びなかった。根本的な問題として「ありがとう」

をどのような場合に押すのかという点がユーザーに伝

わっていないことが原因とみている。 

報告様式 2 指標取得シート（個別に設定された指標） 

子育て相談件

数 

44 メール、相談窓口来

所等の件数測定 

前後のアンケート結

果の比較を行う。 

後：件数ー前件数＝増

減 

2011 年 7 月

末 

目標値を達成出来たことに加え、相談者のプライバシ

ーに配慮し、個別特定できないかたちで動画やコラム

で発信できたことは、相談者だけでなく、同様の悩み

を持つ子育て期の親にとっても非常に有益な情報にな

った。 

公式コンテン

ツ数 

72 携帯やパソコン上で

閲覧が可能となって

いる運営者側が配信

しているコンテンツ

件数の測定 

調査時点での合計 2011 年 6 月

末 

 

専門家による相談対応からチャレンジド自らによる発

信、また災害ボランティアセンター等、公共性の高い

情報を WEB から発信し、また WEB だけでなくデジ

タルサイネージでも公式コンテンツを用いながら配信

することでぐるみぃの認知度を向上させることにもつ

ながった。 



つぶやき件数 425 ユーザから発せされ

たつぶやき件数の測

定 

期間内の件数推移と

調査時点合計 

システム運

用開始から

2011 年 7 月

末 

想定していた数よりも大幅に少ない結果となってしま

った。原因としてはコミュニティや日記など発信ツー

ルが多いがゆえに分散してしまったことがあげられ

る。 

ユーザからの

動画・静止画

投稿数 

212 運営者が配信したも

のではなく、登録ユ

ーザからの動画・静

止画投稿数の測定 

期間内の件数推移と

調査時点合計 

システム運

用開始から

2011 年 7 月

末 

講座を受講した方々がすぐに発信するということには

つながらなかったが、様々な機能の使い方が分かり始

めると発信も増える傾向にあることから、講座の受講

後も丁寧にフォローアップを行うことが今後の課題で

ある。 

行政施策への

波及事案数 

4 今回連携をしている

京都市、宇治市、亀

岡市における子育て

期の親達に対する支

援施策の把握と検証 

アンケート結果の合

計 

2011 年 7 月

末 

京都市・宇治市・亀岡市における各種施策への波及に

ついては正確な数値については把握することはできて

いない。 

しかし宇治市においては、ぐるみぃを安心・安全のま

ちづくり事業で活用することを検討している他、小中

学校でのメールマガジン配信においても導入の検討が

3 校で始まっている。また亀岡市においては保健センタ

ーにおいて、引続きデジタルサイネージの設置を検討

したいという声が寄せされている。引続き協議会等を

通じて、行政の施策との連携を検討する。 

地域イベント

参加者数 

   0 地域の子育て期の親

が参加できるイベン

トは、地域のイベン

トで親子での参加可

能なものとする。 

アンケート結果の合

計 

2011 年 7 月

末 

実施せず 

子育て期の親

による事案発

生数 

‐ 子育て期の親による

事案は、対象地域自

治体によって補足さ

れる事案とする。 

前後のアンケート結

果の比較を行う。 

後：件数－前件数＝増

減 

2011年 5月、

2011 年 7 月 

今年度の事業においてシステム開発に時間を要し、オ

ープンしてからの期間も短かったため、京都市・宇治

市・亀岡市における事案を正確に把握することが困難

であった。 

ただし引続き 3 地域の協力に加え、京都府も参画する

ことから広報面だけでなく、子育て期の様々な事案に

ついても可能な限り共有することで検討を進めてい

る。 



「 あ り が と

う」の増加数 

6,741 「ありがとう」機能

によって計上される

システム上の数字の

増減をみる。 

期間内の件数推移と

調査時点合計 

システム運

用開始から

2011 年 7 月 

4 ヶ月の間にあることからも本サイトの活用度や認知

度が上がってきていると考える。 

ただし、閲覧者から会員、さらにぐるみぃから発信す

るユーザーに結びついていないことが課題と認識して

いる。 

行政ウェブサ

イトからのぐ

るみぃ訪問数 

 

22 

 

行政ウェブサイト

を、本事業対象地域

の自治体のウェブサ

イトと定義する。 

期間内の件数推移と

調査時点合計 

システム運

用開始から

2011 年 7 月 

トップ画面に行政とのリンクが掲載されているもの

の、チラシの配布など広報に関して行政を通じて行う

ことができなかったため、件数は大きく伸びなかった。

今後行政が発行している広報誌などに掲載できるかど

うか等広報における連携が課題となっている 

出産・子育て

不安キーワー

ドの把握数 

0 子育て中の不安キー

ワードの抽出では、

「つらい」「死にた

い」などをあらかじ

め定め一貫して行う

ものとする。 

期間内の件数推移と

調査時点合計 

システム運

用開始から

2011 年 7 月 

「しんどい」をテーマに「苦しい（くるしい）・悲しい

（かなしい）・辛い（つらい）・死にたい（しにたい）」 

を関連語として、抽出を実行したが関連したつぶやき

は 0 であった。 

ベースとなるつぶやきや日記の数があまり多くないこ

とも原因と考えられるが、抽出する言葉の定義も含め、

引続き検討を行う。 

デジタルサイ

ネージ設置箇

所の来場者数 

 設置箇所の来場者数

をもってサイネージ

の影響範囲とする。 

前後のアンケート結

果の比較を行う。 

後：件数－前件数＝増

減 

2011 年 7 月

末 

亀岡市の保健センターや京都市のつどいの広場等子育

て期の親達が訪れる公共施設や、商店街など、実証実

験期間中に様々な性格の施設に設置できたことは今年

度の成果である。 

行政関連情報

の発信数 

22 行政関連の情報を行

政から住民に対して

発信される、または

それに類するものと

する。 

前後のアンケート結

果の比較を行う。 

後：件数－前件数＝増

減 

2011年 5月、

2011 年 7 月 

トップ画面に行政とのリンクが掲載されているもの

の、チラシの配布など広報に関して行政を通じて行う

ことができなかったため、件数は大きく伸びなかった。

今後行政が発行している広報誌などに掲載できるかど

うか等広報における連携が課題となっている。 

（役所の）被

害状況把握件

数 

‐ 被害状況把握件数

は、行政の把握、発

表した情報に基づ

く。 

前後のアンケート結

果の比較を行う。 

後：件数－前件数＝増

減 

 今年度の事業においてシステム開発に時間を要し、オ

ープンしてからの期間も短かったため、京都市・宇治

市・亀岡市における事案を正確に把握することが困難

であった。 

ただし引続き 3 地域の協力に加え、京都府も参画する

ことから広報面だけでなく、子育て期の様々な事案に

ついても可能な限り共有することで検討を進めてい

る。 



 

 

３ 目標の進捗率 

指標 目標値 結果の数値 計測方法・出展等 調査時期 結果の分析（目標値の結果が大きい） 

登 録 ユ ー ザ ー

数：京都市、宇治

市、亀岡市の 0～

12 歳児の親約 31

万人の 2.3％ 

 

約 7,000人 1,315 人 

（18.7％） 

システムログより

2011 年 7 月末の総会

員数を計測。 

2011 年 7 月末 【未達成】2011 年 3 月末から本格稼働してから 4 か月間で会員数

が1315人となっており（一般的なSNSの会員数は平均500程度）、

目標値には届いていないものの、会員数は着実に増加傾向にある。 

ただしビジネスモデル構築のためには目標値以上の会員が必要で

あることも事実であるため、2011 年の下期においてデジタルサイ

ネージの展開を含め、一層の会員獲得に向けた展開が必要である

と考えている。 

緊急情報のユ

ーザーからの

投稿数 

6 ユーザーから発せさ

れた緊急情報件数の

測定 

緊急事案の発生日後

の 2 週間のログから

抽出。推移と合計。 

2011 年 7 月

末 

東日本大震災が起きたときには全員が閲覧できる「お

知らせ」で発信し、京都市で断水が起きた時には「京

都市の住民のみ閲覧する 

被害に関する

つぶやきキー

ワード数の把

握 

   0 ユーザーから発せさ

れた被害につぶやき

件数の測定 

緊急事案の発生日後

の 3 週間のログから

抽出。推移と合計。 

2011 年 7 月

末 

「危険」をテーマに「怖い（こわい）・危ない（あぶな

い）・危うい・物騒・恐ろしい・ひやひや・はらはら」 

を関連語として、抽出を実行したが、関連したつぶや

きは 0 であった。 

フ ァ ミ リ ー

URLの利用者

数 

‐ 緊急時におけるファ

ミリーURL の利用

者数の測定 

緊急事案の発生日後

の 4 週間のログから

抽出。推移と合計。 

2011 年 6 月

末 

目視における確認が必要なため総数の把握が出来ない

が、ファミリーURL の発行が全体でも 23 ということ

からも、安否確認として発行された数も低いと予想さ

れる。ファミリーURL がどのようなかたちで使用でき

るのか、ユーザーに明確に伝えることが課題である。 

防災・防犯関

連コンテンツ

への「ありが

とう」数 

191 

 

防災・防犯関連コン

テンツに対する「あ

りがとう」機能によ

って計上されるシス

テム上の数字の測定 

期間内の件数推移と

調査時点合計 

2011 年 6 月

末 

防災や地域の安心安全に関する動画へのアクセスがお

よそ 25,000 あったにも関わらず、ありがとうの数があ

まり伸びなかった。根本的な問題として「ありがとう」

をどのような場合に押すのかという点がユーザーに伝

わっていないことが原因とみている。 

ICT 人材の増

加（育成：1070

名、活用：300

名） 

育成：1,111 名 

活用：15 名 

ICT 人材育成支援関

連の講座受講数の測

定 

ICT 人材育成支援関

連の講座受講数の測

定 

2011 年 7 月

末 

市民サポーター養成やコンテンツ制作者講座でのコア

サポーターとしての活用数は 15 名程度であるが、実際

の公式コンテンツ作成および情報の受発信においては

正確な数を把握することができていないものの、多く

の講座受講生が関わっていると考えている。 

 



京都市、宇治市、

亀岡市の子育て

相談件数 5177 件

×期間平均の当

会 員 組 織 率

1.15％ 

約 40 件 44 件 

（110％） 

ぐるみぃに寄せられ

た相談に対し、臨床心

理士等が回答。Q＆A

やコラムという形で

「ぐるみぃコラム」に

掲載。 

2011年7月末 【達成】当初の目標値は達成し、子育て期の様々な悩みを拾えた

だけでなく、その回答を動画で配信できたことは、相談者だけで

なく、同様の悩みを持つ子育て期の親にとっても有益な情報提供

につながった。 

今後もこの相談機能を活かすべく、地域の NPO を中心に子育て期

のニーズ調査を行い、目標値をあげることも検討したい。 

会員のうち 10％

2 日に 1 度の投

稿・つぶやき 

126,000 

投 稿 分 の

DB 化 

425 

（0.003％） 

システムログより

2011 年 6 月末までの

つぶやき数を計測。 

2011年6月末 【未達成】当初の目標値には大きく届かなかった。閲覧者数や会

員数が伸びている中で、投稿やつぶやきは非常に少ないのが現状

である。原因として、様々な機能があるがゆえにユーザーの発信

するツールが分散したことや、機能が多すぎて使い方が分かりに

くくなってしまったことがあげられる。また、当初の想定として

日常的には携帯電話を活用した利用スタイルを想定しており、気

軽な発信が増えていく事を期待していたが、結果的にユーザーの

多くは PC で本システムを活用しており、気軽なつぶやきによる

発信が生まれてこなかった。 

閲覧者総数 10,000 人 284,210 人

※延べ数 

（352％） 

システムログより

2011 年までの総アク

セス数を計測し、延べ

数を計上した。 

2011年6月末 【達成】当初の目標値を大きく上回る閲覧者数を獲得することが

できた。子育てや防災、地域に関する動画コンテンツ等に対して、

「役にたった」「もっと知りたい」といった時に押す「ありがとう」

の数が 6811 あることからも本サイトの活用度や認知度が上がっ

てきていると考える。 

ただし、閲覧者から会員、さらにぐるみぃから発信するユーザー

に結びついていないことが課題と認識しており、会員登録の方法

を簡素化するといった対応も視野に、この閲覧者を会員に結びつ

けることを意識的に行っていきたい。 
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